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＜連絡事項＞
· 病棟内で誤投薬あり。本来であれば深夜業務で服薬セット・確認するべきであったが朝食後薬分と共に夕・就寝前薬がまとめられていたことに気付かず与薬に至っている。病棟内で再発防止策を検討することとしている。

＜東病棟入室状況＞
【入院】
・斎藤　妙子様～車椅子で東病ACユニット15号室に医療保護入院となる。

【転出】
・泉　沙耶様～療養環境変更目的にて東病棟から西病棟22号室へ転出となる。

＜患者様連絡事項＞
・赤石　陽介様～看護師1名と共に八戸赤十字病院受診のため外出している。

・河津　繫吉様～ご家族様が迎えに来られ日赤病院整形外科受診の為、外出となる。

・玉城　翔多様～主治医に状態報告し、準隔絶解除の指示あり。

・木村　栄一様～本人から持参している市販薬をすべて使いたいとの話あり主治医に確認している。主治医からはバファリンのみ使用許可あり。その他の薬については明日の診察の際に主治医から本人に説明するとのこと。

・戸来　栄一様～16：00母様に主治医面談を行っている。
　　　　　　　　LAI導入同意あり。今後は社会制度の活用が望ましく利用を勧めて説明したが、母様は理解低く判断しかねている。
PSWと話す機会を設けて、社会福祉制度の説明後、母様から利
用希望が得られたら、本人へも利用を進めていく方向となる
　　　　　　　　・PSWと面談日
→週2回差し入れに来院中。母様へ午後来院してもらえれば、
母の都合に合わせて実施。

・袴田　将志様～主治医から今夕からクロザリル0.5mg開始との指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放中、フロア内徘徊・盗食みられるが、スタッフ介入には不穏・興奮なく応じる事出来ている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。壁・ドア蹴りや妄想言動は目立たない。眠気残存あり意欲・自発性乏しい。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつの開放観察実施。開放中、一時的に大声・テーブル叩きみられるが、スタッフ介入には自制出来ている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜深澤Dr診察＞
・飯田　修子様～ミヤBMについては現在処方分で飲み切り中止。

・澤口　利香様～本人より以下の訴えあり。
・部屋が汚くて嫌といった事でベッドを入れて欲しいと希望。ベ　ッドを入れる事で自傷行為のリスクが高まる事については「やろうと思えばやれるし」と。
・静かな環境で休みたい時に期限を決めて西の特別個室で休みたい。
・薬は同内容で処方。ロラタジンフィルムも本人希望にて継続処方。
・うるさい時に音などを遮断する目的でのDVDプレイヤーとイヤホン使用は主治医より許可あり。
・定期の採血に関しては「自分の事は自分で分かるから今はいい」と話し拒否。採血データは主治医の指示で本人へお渡ししている。
　ベッドを自室に入れる事に関しては、病棟管理者へも相談。スタッフとも話し合い、ベッドを入れる有無に関しては今後話し合い、管理者から本人へ伝える予定としている。
西病棟の特別個室に件に関しても病棟管理者へ相談はしている。

<小栁Dr診察>
・中川原　佳宏様～主治医より本日からリスパダール1mg×朝夕の処方あり。本日の朝分については処方され次第服用させるように指示あり。

・江刺家　惠子様～主治医より、抗生剤は現在処方分で終了の指示あり。

・古川　ノリ様～本日からエンシュア2本→3本に増量、ツムラ人参養栄湯、リバスチグミンテープ開始となっている。

＜要注目患者様情報＞
・木村　益栄様～スタッフが冷風機の後ろをカートを押して通りかかった際、「なんでその後ろを通るんだ」と言いがかりをつけたうえ「先生に言いつけてやる」とスタッフの写真を撮っている。その後も大声でスタッフを怒鳴りつけ名前を連呼している。

・深畑　勝利様～本日、誤投薬あり。体温36.0℃、脈拍69回/分、血圧91/51㎜Hg、酸素飽和度94％。不調の訴え無く積極的に作業療法へ参加している。

＜入院情報＞
日　　時：令和5年7月19日　12：53
　氏　　名：齋藤　妙子（さいとう　たえこ）様
　生年月日：昭和7年10月1日（90）
　病　　名：うつ病
　性　　別：女性
　主 治 医：金Dr
　サポート医：深澤Dr　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット15号室

＜経過＞
R2～3年頃より物忘れ等の症状が出現し、後徐々に認知機能は低下していた。
R5年2月に圧迫骨折を受傷し、意欲・活気が低下。また、同時期に姉が孤独死し、
落ち込み希死発言が聞かれるようになる。圧迫骨折受傷により独歩が難しい状
態となったにも関わらず一人でトイレに向かい転倒、失敗も増え、落ちている
便を拾って持ってくることや介助の拒否や歩行の困難さ、食思不良もあり。か
かりつけ医の紹介にて当院R5.4.17初診。薬物治療開始となったが、食欲低下、
体重減少、意欲・活力低下、不眠等が顕著となり、夫の介護負担が増大。その
ため、R5.5.8症状改善目的にて当院1回目の入院となっている。
　入院後、介入への拒否や被害的な訴えは聞かれ、穏やかに過ごしR5.6.23
認知症疾患治療病棟へ転棟。R5.6.24　離床時より右大腿部痛の訴え、腫脹、
軽度熱感、両膝の右側頭部内出血あり、X-P検査にて右大腿骨転子部骨折の診
断。6/26八戸赤十字病院　整形外科へ転院し手術施行。6/29転入院の依頼を
受けていたが、発熱や同室者にコロナ陽性者が発生していたことから延期とな
っていた。同院病棟内でのコロナ感染が終息し本人はコロナ感染せず。微熱が
続くも、原因として術後にできた血腫の影響と思われるとのこと。血腫につい
ても皮下吸収を待つのみの状態。再度、当院への転入院調整依頼があり、本日
東病棟Aユニット15号室へ医療保護入院となる。

